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佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

は

じ

め

に

は
じ
め
に

佐
賀
藩
徴
租
法
の
形
成
過
程

徴
租
法
の
確
立
と
そ
の
特
質

む
す
び
に
か
え
て

(
1
)
 

佐
賀
藩
の
徴
租
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
若
干
の
論
稿
が
あ
り
、

施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。

佐
賀
藩
で
は
、

一
般
的
に
村
高
を
表
示
す
る
場
合
、
地
米
で
表
わ
す
場
合
が
多
い
。
し
か
も
、
地
米
が
年
貞
量
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
村
高
が
年
貢
量
で
表
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
高
表
示
が
一
般
的
で
あ
る
幕
藩
制
社
会
に
お
い
て
、
か
な
り
特
色
を
も
っ
た

在
り
方
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
地
米
制
が
何
故
佐
賀
藩
で
採
用
さ
れ
、
藩
財
政
構
造
の
基
軸
を
な
し
た
か
の
考
察
が

肝
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
 

最
近
、
徴
租
法
に
つ
い
て
の
分
析
が
深
ま
り
、
幕
藩
制
期
に
お
け
る
年
貢
徴
収
の
様
式
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ

目

次

そ
れ
に
よ
っ
て
概
要
は
理
解
で
き
る
が
、
佐
賀
藩
独
特
の
地
米
制
が

長

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

野

逼
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ら
を
一
屑
体
系
的
に
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
各
藩
の
分
析
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

佐
賀
藩
徴
租
法
の
特
質
は
生
産
高
と
免
に
よ
っ
て
年
貢
量
が
決
定
さ
れ
る
様
式
と
異
な
り
、
田
畠
の
品
位
と
面
積
に
よ
っ
て
年
貢
量
が

定
ま
る
点
に
あ
る
。
品
位
別
反
当
り
年
貢
量
を
定
め
、
品
位
と
面
積
か
ら
年
貢
量
が
算
出
さ
れ
る
仕
組
は
生
産
高
把
据
を
基
調
と
し
な

そ
れ
の
三
分
の
二
を
年
貢
量
と
し

生
産
高
を
把
握
し
て
、

た
。
こ
の
体
制
は
慶
長
期
以
後
は
免
設
定
に
よ
る
年
貢
量
算
出
へ
と
転
換
し
て
ゆ
く
が
、
生
産
高
把
据
と
い
う
基
調
は
貫
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
こ
の
生
産
高
調
査
は
元
和
期
以
降
大
規
模
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
徴
租
法
か
ら
す
る
と
む
し
ろ

生
産
高
調
査
を
必
要
と
し
て
い
な
い
。
村
高
表
示
の
場
合
も
租
税
量
を
表
わ
す
地
米
量
で
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
生
産
高

表
示
を
基
調
と
し
た
石
高
制
に
お
い
て
か
な
り
異
な
っ
た
在
り
方
で
あ
る
。
佐
賀
藩
徴
租
法
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を

考
察
す
る
こ
と
は
、
単
に
幕
藩
制
下
に
お
け
る
徴
租
法
の
解
明
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
太
閤
検
地
の
肥
前
地
域
に
お
け
る
意
義
と
役

割
を
検
討
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
ひ
い
て
は
蔭
藩
制
国
家
に
お
け
る
石
高
制
に
つ
い
て
の
究
明
に
関
連
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
佐
賀
藩
徴
租
法
の
特
質
を
検
討
し
、
そ
の
形
成
過
程
を
天
文
、
天
正
、
慶
長
の
各
時
期
に
お
け
る
年
貢
関
係
史
料
を

通
じ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

し‘ 

太
閤
検
地
は
生
産
高
、
品
位
、
面
積
、

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

名
請
人
の
検
出
を
基
本
と
し
、

＿註＿
(
1
)
三
木
俊
秋
「
佐
嘉
藩
多
久
領
地
米
制
度
の
概
観
」
（
『
史
淵
』
四
九
輯
）
、
『
佐
賀
貼
史
」
中
巻
―
―
八
I

―
二
七
頁
、
『
佐
賀
市
史
』
（
附
和
五
十
―
―

年
刊
）
三
八
一
ー
三
八
六
真
。
『
鹿
島
市
史
』
一
九
四
ー
―

1
0
四
貝
。

(
2
)
田
巾
誡
二
「
岡
山
藩
徴
租
法
の
研
究
」
（
『
史
林
』
五
九
巻
一
号
）
、
松
下
志
朗
「
久
留
米
藩
の
石
高
制
と
徴
租
法
」
（
『
福
岡
大
学
人
文
論
集
』
ニ

巻
四
号
）
、
安
藤
保
「
近
世
に
お
け
る
徴
租
法
の
一
考
案
ー
ー
府
内
藩
『
内
平
均
制
度
』
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
三
四
巻
四

号
）
、
水
本
邦
彦
「
近
世
土
免
制
と
そ
の
構
造
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
論
集
・
文
学
科
編
』
―
一
号
）
。
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佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

内

壱
町
九
段
五
畝
拾
九
歩
半

合
田
数

米
拾
九
石
七
斗
四
升
四
合

佐
賀
藩
徴
租
法
の
形
成
過
程

(
1
)
 

佐
賀
藩
特
有
の
体
制
的
表
示
で
あ
る
地
米
制
に
つ
い
て
は
、
先
に
若
干
検
討
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
徴
租
法
の
面
か
ら
考
察
し
て
み
よ

地
米
制
は
反
当
り
租
額
が
設
定
さ
れ
、
面
積
と
品
位
に
応
じ
て
年
貞
量
が
賦
課
さ
れ
る
仕
組
で
あ
る
。
例
え
ば
、
慶
安
二
年
の
「
肥
前

国
神
埼
郡
上
条
郷
戊
久
米
ケ
里
田
畠
地
米
帳
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

米
壱
石
七
斗
六
升
六
合

と
、
所
、
品
位
、
反
別
、
名
請
人
、
米
量
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
米
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
で
、

こ
の
「
地
米
帳
」
で
は
、
田
方
に
つ
い
て
の
末
尾
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

が
年
貢
高
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

米
壱
石
九
升
一
合

五

坪
中
壱
段
五
畝
六
歩
半

米
八
斗
五
升

三

坪
中
九
畝
拾
弐
歩

（
前
略
）

五

坪
上
六
畝
拾
弐
歩
半

゜

ぷ
ノ

同
人
同
人
橘
兵
衛

こ
れ
が
生
産
高
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佐
賀
藩
が
こ
の
よ
う
な
徴
租
法
を
採
Jtj
し
た
所
以
に
つ
い
て
の
解
明
の
一
端
と
し
て
、
天
文
期
の
指
出
帳
を
検
吋
し
て
み
よ
う
。

(
3
)
 

天
文
ト
ニ
年
疇
二
月
晦

Ii
至
同
ト
一
1

年
叫
二
月
晦
日
」
の
日
付
が
あ
る
「
闘
城
ど
南
里
分
年
貞
納
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
年
貞
納
賑
か
あ

る。
収
穫
高
を
把
握
し
、

そ
れ
を
割
り
掛
け
て
年
貢
高
を
定
め
る
様
式
で
あ
り
、

か
な
り
前
者
と
異
な
っ
て
い
る
。

「自

い
わ
ゆ
る
反
取
法
に
よ
る
年
貢
鼈
設
定
で
あ

そ
れ
に
免
を
掛
け
て
年
貢
高
を
快
定
し
て
ゆ
く
様
式
と
異
な
り
、

は
年
貞
戸
軍
を
表
わ
し
て
い
る
。

地
米
が
佐
賀
藩
に
お
い
て
一
般
的
に
本
年
貢
高
を
表
わ
す
こ
と
か
ら
、
反
汽
り
米
重
は
年
貞
吊
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

段
二
付
米
丘
写
石
三
斗
弐
升
四
合
代
」
と
あ
る
の
は
、
譜
代
藩
な
ど
に
お
い
て
は
石
盛
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
、

と
あ
る
。
米
八
升

米
壱
石
六
斗
壱
升
弐
合

壱
段
二
付
米
四
斗
代

―
―
一
下
弐
畝

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

壱
没
二
付
米
壱
仁
一
―
―
斗
弐
升
四
合
代

上
壱
段
六
畝
廿
九
歩
半

米
弐
石
仁
斗
四
升
九
合

壱
段
二
付
米
壱
石
壱
斗
六
升
六
合
代

中
几
段
七
畝
壱
歩

米
拾
壱
石
弐
斗
六
升
弐
合

壱
段
二
付
米
八
斗
七
升
六
合
代

下
五
段
壱
畝
廿
五
歩

米
四
合
丘
斗
四
升
壱
合

壱
段
二
付
米
五
斗
ハ
升
代

下
々
弐
段
七
畝
廿
四
歩

反
噸
IJ
年
貢
量
が
設
定
さ
れ
、

士
地
面
積
に
こ
れ 「壱

-112-



佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

六
町

土
井
料

役
田

壱
反
三
丈

と
あ
り
、
丈
制
が
用
い
ら
れ
大
中
小
半
丈
の
面
積
表
示
の
段
階
に
あ
る
。
ま
た
品
位
や
石
盛
に
よ
る
分
米
な
ど
の
記
載
も
な
く
、
田
方
や

屋
敷
の
面
積
と
年
貢
負
担
者
が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

同
帳
に
お
け
る
集
計
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

四
町
二
反

九
丁
三
反
中

寺
社
屋
敷
地
共

除

総
田
数
六
十
八
丁
六
反
三
丈

（
後
略
）

弐
丈
屋
敷

参
丈
屋
敷

六
郎
右
衛
門

田
原
左
馬
助

（
中
略
）

壱
反
弐
反
弐
反 十
三
坪

（
前
略
）

弐
町
六
反
内

る
。
そ
れ
に
は
、

鏡
春

左
京
助

田
原
左
馬
助

理
鏡
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と
あ
る
。

未
進
当
納 已

上
九
斗

已
上
十
九
丁
五
反
中

得
田
数
四
十
九
丁
八
反
二
丈

分
米

四
十
九
石
八
斗
四
升

四
十
八
石
二
斗
一
升
二
合

二
斗
四
升
八
合

壱
石
一
斗
四
升

都
合
五
十
石
二
斗
五
升
二
合

総
田
数
が
記
さ
れ
、

こ
で
問
題
に
な
る
の
は
「
分
米
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。

八
斗
四
升
」
と
あ
り
、
更
に
「
当
納
四
十
八
石
二
斗
一
升
一
一
合
」
と
な
っ
て
い
る
。
分
米
と
得
田
数
と
の
関
連
か
ら
一
反
に
つ
き
一
斗
で

あ
る
。
こ
の
分
米
が
年
貢
量
を
示
す
こ
と
は
、
当
納
が
分
米
に
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
で
の

分
米
は
収
穫
量
で
な
く
て
年
貢
量
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
中
世
期
の
年
貞
賦
課
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
分
米
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

分
が
さ
ま
ざ
ま
に
分
化
し
て
収
奪
さ
れ
る
が
、

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

皆
納
ニ
ョ
リ

寺
作

寺
作
文
甫
寄
進
田

分
米
が
一
反
当
り
一
斗
で
あ
り
年
貢
と
し
て
は
き
わ
め
て
低
い
が
、
こ
れ
は
高
城
寺
と
年
貢
負
担
者
の
問
題
で
あ
り
、
直
接
生
産
者
の

負
担
を
表
わ
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
作
職
、
下
作
職
な
ど
の
重
層
的
職
の
体
系
下
に
あ
っ
て
、
年
貢
以
外
の
剰
余
部

こ
こ
で
は
職
体
系
の
問
題
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
分
米
記
載
が
年
貢
量
を
示
し
て
い
る
こ

「
得
田
数
四
十
九
丁
八
反
二
丈
」
に
対
し
て
「
分
米
四
十
九
石

こ
れ
か
ら
屋
敷
地
、
役
田
、
土
井
料
が
除
か
れ
た
田
数
と
、

そ
の
分
米
量
お
よ
び
納
量
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。

こ
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佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

右
立
寺
社
田
数
本
壱
町
四
段
三
丈
中

内
観
音
敷
地
本
一
一
反
一
丈

と
あ
り
、
品
位
や
分
米
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
末
尾
に
は
、

（
後
略
）

が
、
こ
れ
が
太
閤
検
地
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
太
閤
検
地
は
町
反
畝
歩
制
を
導
入
し
、

の
面
積
、
名
請
人
お
よ
び
生
産
高
の
把
握
を
行
な
っ
た
。
中
間
搾
取
を
排
除
し
て
一
職
支
配
の
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
太
閤
検
地
に

お
い
て
は
、
年
貢
賦
課
は
先
ず
生
産
高
を
把
握
し
、
そ
の
三
分
の
一
一
を
課
す
る
と
い
う
様
式
で
あ
り
、
生
産
高
把
握
が
前
提
で
あ
っ
た
。

豊
臣
秀
吉
は
天
正
十
五
年
に
九
州
入
り
を
し
、
九
州
の
所
領
配
分
を
行
な
っ
た
が
、
秀
吉
の
九
州
平
定
は
九
州
の
近
世
的
転
換
に
と
っ

肥
前
地
域
の
天
正
期
に
お
け
る
太
閤
検
地
帳
で
は
、
天
正
十
六
年
八
月
五
日
の
日
付
が
あ
る
「
佐
賀
郡
之
内
巨
勢
庄
之
内
小
太
郎
丸
村

検
地
帳
」
と
天
正
十
六
年
霜
月
吉
日
の
「
肥
前
国
三
根
郡
西
嶋
村
光
浄
寺
弥
吉
名
検
地
帳
」
が
残
っ
て
い
る
。
前
名
は
原
本
、
後
者
は
写

で
あ
る
が
、
こ
の
検
地
帳
の
特
徴
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

小
太
郎
丸
村
検
地
帳
の
記
載
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

屋

敷

ノ

坪

本

壱

反

半

小

太

郎

丸

一

段

二

畝

弐

歩

右

馬

助

同

坪

本

壱

反

同

村

の

六

畝

六

歩

左

衛

門

尉

同

坪

本

壱

反

ふ

つ

く

ろ

ノ

一

段

六

歩

主

水

允

屋

敷

ノ

坪

小

太

郎

丸

五

畝

右

馬

助

て
画
期
を
な
し
た
。
そ
れ
を
基
礎
づ
け
た
の
が
検
地
で
あ
っ
た
。

天
文
十
二
年
ご
ろ
は
、

ま
だ
収
穫
量
を
基
準
に
し
た
年
貞
賦
課
で
な
い
こ
と
が
「
高
城
寺
領
南
里
分
年
貢
納
」
帳
よ
り
う
か
が
え
る

と
だ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
筆
ご
と
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右
総
以
上
検
地
坪
合
而

（
巾
略
）

右
積
百
六
十
一
石
一
斗
七
升
六
合

諸
又
ノ
手
前

神
治
ノ
手
前
穀
積

と
な
っ
て
い
る
。

一
右
検
地
坪
今
壱
町
六
畝
廿
六
歩

内
観
音
畝
地
今
弐
反
一
畝
十
八
歩

右
春
日
免
田
数
本
三
段

一
右
検
地
坪
今
弐
段
一
二
畝
十
六
歩
半

右
惣
以
上
田
数
本
十
弐
町
三
段
―
二
丈
中

右
惣
以
上
検
地
坪
今
拾

町
四
段
五
畝
四
歩

「
田
数
本
十
弐
町
一
＿
一
段
一
1

一
丈
中
」
が
「
検
地
坪
今
拾
一
町
四
段
五
畝
四
歩
」
と
大
中
小
制
か
ら
町
反
歩
制
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
ろ
。

土
地
丈
量
単
位
の
転
換
は
あ
ろ
が
、
品
位
や
石
高
の
記
載
は
な
い
。

光
浄
寺
弥
吉
名
検
地
帳
に
お
い
て
も
記
帳
の
様
式
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
末
尾
に
こ
の
検
地
帳
一
筆
ご
と
の
所
付
と
異
な
る
地
所
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

徳
作
田
検
地
十
七
町
四
反
八
畝
廿
三
歩

作
徳
屋
敷
合
検
地
坪
三
町
七
反
八
畝
九
歩

右
積
四
十
八
石
六
斗
三
升
七
合
五
杓

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察
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藩
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租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

以
上
十
弐
町
六
段
三
丈
得
作
諸
免
諸
給
共

壱
石

斗
六
升

井
手
料

作
諸
職
給

土
貢
所

諸
塔
頭
仏
供
田

天
神
敷
地

春
日
大
明
神
祭
田

量
か
ら
し
て
生
産
高
で
な
く
て
年
貢
高
と
み
れ
る
。

廿
四
町
九
反
九
畝
廿
三
歩

徳
田
、
作
田
の
総
計
と
共
に
穀
積
り
と
し
て
石
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
限
り
で
は
石
高
算
出
の
基
準
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
穀

積
り
で
計
上
さ
れ
て
い
る
石
高
が
生
産
高
を
示
す
の
か
、
そ
れ
と
も
年
貢
高
で
あ
る
か
が
、
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ろ
う
。
神
治
ノ
手
前
の

穀
積
り
は
反
当
り
九
斗
二
升
五
合
、
諸
又
ノ
手
前
は
一
石
二
斗
八
升
五
合
と
あ
り
、
総
穀
積
り
で
は
九
斗
三
升
七
合
に
な
る
。
反
当
り
の

と
こ
ろ
で
、
天
正
十
六
年
の
検
地
は
寺
領
ま
で
及
ば
ず
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
天
正
十
六
年
窄
九
月
吉
日
の
日
付
が
あ
る
「
春
日
山
高

城
寺
領
指
出
」
帳
が
残
っ
て
い
る
の
が
、

朽
井
分

0
-
―
―
十
三
文
仁
分

六
町
六
段
二
丈

0
六
文
め
一
分
五
里
ん

弐
町
半
畠
地

0
五
文
め
八
分

壱
町
壱
段
三
丈

0
十
文
目
六
分
五
里
ん

仁
町
弐
段
半
内
三
段
畠
地

三
段
三
丈
弐
段

そ
の
一
端
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
同
帳
の
記
載
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

領
主
神
代
九
郎
殿

右
之
穀
積
合
テ

二
百
州
四
石
二
升
六
合
五
杓

と
な
っ
て
い
る
。

寺
作
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「
春
日
山
高
城
寺
領
指
出
」
と
「
小
太
郎
丸
村
検
地
帳
」
よ
り
み
る
と
、
武
領
で
は
太
閤
検
地
に
よ
っ
て
土
地
丈
量
単
位
が
大
中
小
半

か
ら
町
反
畝
歩
に
転
換
し
て
お
り
な
が
ら
、
寺
領
ま
で
に
は
そ
れ
が
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

天
正
十
八
年
一
月
八
日
に
龍
造
寺
藤
八
郎
に
佐
嘉
郡
、
小
城
郡
、
三
根
郡
、
藤
津
郡
、

浦
郡
、

そ
の
き
の
郡
内
に
所
領
が
宛
行
わ
れ
、

た
か
く
の
郡
、
神
埼
郡
、
き
し
ま
の
郡
、
下
松

(
4
)
 

そ
の
石
高
は
三

0
万
九
九
0
二
石
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
知
行
宛
行
の
石
高
は
天
正
十
六

年
の
検
地
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
前
記
小
太
郎
丸
村
検
地
帳
か
ら
す
る
と
石
高
算
出
の
基
準
が
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
弥
吉
名
検

地
帳
に
お
け
る
穀
積
り
の
よ
う
な
こ
と
が
各
地
で
も
行
わ
れ
た
と
み
る
と
、
弥
吉
名
検
地
帳
で
の
穀
積
り
の
高
が
問
題
に
な
ろ
う
。
し
か

し
、
史
料
上
の
制
約
か
ら
こ
の
問
題
を
明
確
に
判
定
す
る
こ
と
は
目
下
の
所
で
き
が
た
い
。
む
し
ろ
、
肝
要
な
の
は
天
文
十
二
年
の
折
に

は
一
反
当
り
一
斗
の
年
貢
量
し
か
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
天
正
検
地
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
大
幅
に
上
廻
る
石
高
算
定
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、

一
職
支
配
の
体
制
構
築
へ
の
手
立
が
講
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

太
閤
検
地
の
施
行
基
準
が
確
定
す
る
の
は
天
正
末
期
に
近
い
頃
と
み
ら
れ
、
村
位
、
土
地
品
位
、
石
盛
が
検
地
に
お
い
て
確
定
さ
れ
る

の
も
初
期
太
閤
地
検
か
ら
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
肥
前
地
域
に
お
け
る
天
正
十
六
年
の
検
地
も
施
行
基
準
未
確
定
の

こ
の
基
準
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

他
の
部
分
で
も
共
通
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

小
太
郎
村
で
検
地
が
行
な
わ
れ
た
同
じ
天
正
十
六
年
で
あ
り
な
が
ら
、
高
城
寺
領
は
指
出
で
す
ま
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
丈
半
な

ど
の
単
位
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
反
銭
賦
課
な
ど
が
み
ら
れ
興
味
あ
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
年
貢
関
係
の
も
の
を
み
れ
ば
、
土
貢

所
と
あ
る
部
分
で
、
壱
町
一
反
三
丈
が
一
石
一
斗
六
升
と
な
っ
て
い
る
。
反
当
り
一
升
で
あ
る
。
こ
の
反
当
り
一
斗
の
年
貞
は
同
帳
で
は

反
当
り
一
斗
と
い
う
基
準
は
天
文
十
二
年
の
「
高
城
寺
領
南
里
分
年
貢
納
」
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
が
、
天
正
十
五
年
に
お
い
て
も
、

と
書
か
れ
て
い
る
。

（
後
略
）
佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察
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明
確
な
基
準
に
基
づ
い
て
施
行
さ
れ
た
の
が
文
禄
検
地
で
あ
っ
た
。
肥
前
地
域
の
一
部
で
も
、

文
禄
四
年
乙
未
九
月
廿
四
日

肥
前
国
基
雛
郡
宮
浦
村
御
検
地
帳

八
拾
弐
丁
八
段
八
畝
弐
拾
八
歩

秋
光
実
百
廿
共
ニ

同
九
月
廿
五
日

三
拾
壱
丁
五
段
五
畝
拾
四
歩

弐
百
九
石
九
斗
壱
升
四
合

（
朱
）
此
村
、
上
中
田
な
し
下
田
斗
、
余
ハ
畠
也

三
十
一
丁
五
段
拾
四
歩
之
内
、
田
廿
七
丁
九
段
七
歩

余
ハ
畠
也

と
あ
る
。
村
位
、
田
畠
品
位
、
面
積
、
石
高
が
検
地
に
よ
っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

文
禄
検
地
の
結
果
に
よ
っ
て
知
行
宛
行
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

同

高

田

村

下

ノ

村

例
口
七
百
六
拾
五
石
九
斗
三
升
三
合

杉
帯
刀
組

未
遠
次
郎
左
衛
門

長
崎
伊
豆
守
組

臼
杵
甚
右
衛
門

中
ノ
村

例
日

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
折
の
検
地
帳
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

鎮
国
寺

こ
の
文
禄
検
地
が
山
口
玄
蕃
に
よ
っ
て

一
部
分
の
写
が
「
基
養
精
細
録
」
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、

そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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た
か
と
い
う
と
定
か
で
な
い
。

合
五
千
七
百
石

右
、
今
度
以
検
地
之
上
任
御
朱
印
旨
令
扶
助
屹
全
可
領
知
候
也

文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
御
朱
印

(
5
)
 

と
、
文
禄
四
年
に
は
「
検
地
之
上
」
と
明
記
さ
れ
て
知
行
が
宛
行
れ
て
い
る
。

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
禄
検
地
が
肥
前
養
父
郡
・
同
基
牌
郡
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
判
明
す
る
が
、

鍋
嶋
加
賀
守
と
の
ヘ

村
内
一
七
百
壱
石
六
斗

一
弐
百
拾
七
石
六
斗
八
升

同
下
の
村

同
｀と
＼
ろ
き

（
中
略
）

一
五
百
八
拾
壱
石
八
斗
三
升

一
七
百
拾
五
石
壱
斗
六
升

知
行
方
目
録

一
百
八
拾
壱
石
壱
斗
二
升

一
百
五
拾
八
石
三
斗
八
升

一
弐
百
三
拾
八
石
二
升

一
弐
百
九
拾
九
石
弐
斗
七
升

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

肥
前
国
養
父
郡

山
う
ら
村

同
立
石

同
平
田

同
は
る
の
こ
か

同
お
く
す

同
村
田

こ
れ
が
肥
前
の
他
の
諸
郡
で
も
実
施
さ
れ

こ
の
折
の
石
高
は
文
禄
検
地
施
行
基
準
か
ら
し
て
生
産
高
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佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

（
中
略
）

但
壱
反
二
付
米
八
升
代

下
畠
三
反
九
畝
廿
九
歩

慶
長
検
地
の
結
果
、
家
中
へ
の
知
行
宛
行
が
慶
長
十
六
年
一
月
に
行
な
わ
れ
た
が
、

長
検
地
の
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

鍋
島
道
虎
に
宛
行
わ
れ
た
所
領
に
関
す
る
知
行
坪
付
状
の
中
で
「
肥
前
国
三
根
郡
坊
所
郷
之
内
庄
分
」
と
題
し
た
も
の
は
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

（
前
略
）

源
太
郎

中
壱
段
弐
畝
拾
仁
歩
半

同
坪
中
弐
段
壱
畝
拾
五
歩

同
坪
下
弐
段
仁
畝
拾
仁
歩

と
の
形
式
で
、

所
付
、
土
地
品
位
、
面
積
、
名
請
人
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
品
位
づ
け
が
あ
る
の
が
う
か
が
え
る
。
同
坪
付
状
末
尾
に
は
、

都
合
田
畠
屋
敷
四
拾
町

定
米
百
拾
七
石
仁
斗
三
升

内

但
壱
反
二
付
米
壱
石
仁
斗
代

上
田
壱
町
八
段
五
畝
拾
四
歩

但
壱
反
二
付
米
壱
石
代

中
田
六
町
弐
段
七
畝
拾
仁
歩

但
壱
反
二
付
七
斗
五
升
代

下
田
弐
町
九
段
三
畝
廿
六
歩
半

（
後
略
）

善
四
郎

次
郎
三
郎

新
九
郎

文
禄
検
地
以
後
の
検
地
と
し
て
は
慶
長
検
地
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
知
行
宛
行
に
お
け
る
知
行
坪
付
状
か
ら
、
慶
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か
ら
、
高
米
は
定
米
と
の
関
係
で
設
定
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ
る
。

と
あ
ろ
。
知
行
宛
行
状
に
は
「
庄
分
百
拾
七
石
弐
斗
三
升
」
と
あ
る
の
か
、
坪
付
状
で
は
「
定
米
百
拾
七
石
仁
斗
竺
升
」
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
定
米
は
物
成
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
知
行
宛
行
状
に
お
け
る
石
高
は
物
成
で
あ
り
、
知
行
は
物
成
高
で
宛
行
わ
れ
て
い
る

「
定
米
白
拾
七
石
仁
斗
―
―
ヰ
升
ー
は
、

上
田
一
反
二
付
米
壱
石
二
斗
代
、
中
田

に
設
走
さ
れ
た
年
貢
量
よ
り
積
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
年
貞
は
品
位
別
反
当
り
年
貞
攘
で
賦
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
「
定
米
百
拾
七
石
仁
斗
三
升
」
に
対
し
て
「
高
米
弐
百
六
十
七
石
九
斗
五
升
」
と
あ
る
。
定
米
は
高
米
の
四
一
ニ
・
七
五
％
に
な

る
。
知
行
坪
付
状
の
様
式
か
ら
し
て
、
定
米
は
品
位
別
反
当
り
年
貢
量
と
品
位
別
面
積
の
集
積
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

つ
ま
り
定
米
が
基
準
に
な
っ
て
高
米
が
算
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
て
あ
る
。
生
産
高
を
把
握
し
、
免
に
よ
っ
て
年
貢
量
を
設
定
す
る
の
と
は
逆
な
関
係
で
あ
る
。

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

反
二
付
也
石
代
な
ど
反
当
り

勝

茂
（
花
押
）

慶
長
十
六
年
正
月
十
一
日

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

但
壱
反
二
付
米
壱
升
代

下
ミ
畠
九
反
壱
畝
八
歩
生
三
印

鍋
島
生

肥
前
国
三
根
郡
坊
所
地
頭
分
四
貞
八
石
四
斗
、
寺
家
分
之
内
弐
百
四
石
八
斗
五
升
、
市
武
五
町
分
仁
百
三
拾
四
石
八
斗
五
升
、
草
野
分

六
拾
r
写
石
七
斗
八
升
、
廿
五
町
分
一
・
1

五
廿
壱
石
壱
升
、
九
町
分
百
八
石
四
斗
六
升
、
庄
分
ぃ
日
拾
ヒ
石
弐
斗
三
升
、
上
宮
富
分
白
と
石
四

斗
、
江
見
村
百
九
拾
弐
石
四
升
、
合
而
千
七
百
五
拾
朗
地
之
事
、
知
行
畢
叩
罰
仕
者
早
任
先
例
之
旨
可
領
知
之
状
如
件

鍋
島
道
虎
へ
の
知
行
宛
行
状
に
は
、

と
あ
る
。
高
米
弐
百
六
十
七
石
九
斗
五
升
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慶
長
検
地
に
よ
っ
て
、
田
畠
の
品
位
づ
け
が
な
さ
れ
、
品
位
と
と
の
反
当
り
年
貢
量
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
慶
長
検
地
は

画
期
的
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
が
、
年
貢
決
定
の
様
式
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
天
文
期
に
お
け
る
方
法
つ
ま
り
反
当
り
年
貢
量
設
定
と
い

う
反
取
法
を
継
承
し
て
い
る
。
天
文
期
が
反
当
り
一
斗
で
あ
っ
た
の
が
、
慶
長
検
地
に
お
い
て
は
上
田
が
一
石
二
斗
と
き
わ
め
て
裔
く
な

り
、
剰
余
部
分
の
介
在
が
認
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
年
貢
量
が
設
定
さ
れ
、
一
職
支
配
の
体
系
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
変
化

で
あ
る
。
年
貢
賦
課
の
様
式
は
品
位
別
反
取
量
の
設
定
な
ど
で
よ
り
細
か
く
な
っ
て
お
り
な
が
ら
、
土
地
面
積
把
握
が
華
準
に
な
っ
て
い

る
点
で
は
、
天
文
期
の
様
式
が
基
礎
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

佐
賀
藩
は
慶
長
十
八
年
に
慶
長
検
地
の
結
果
に
基
づ
き
幕
府
に
石
高
の
届
け
出
を
し
た
が
、
そ
の
折
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

鍋
島
信
濃
守
分
領
高
積

惣
高
三
拾
五
万
七
千
州
六
石
五
斗
九
升
九
合
四
杓
五
札

田
畠
弐
万
五
千
八
百
四
拾
五
町
五
反
九
畝
拾
歩

畠
、
六
千
八
百
廿
三
町
四
段
弐
畝
七
歩
小
半

惣
物
成
合
弐
拾
三
万
六
千
九
百
八
拾
五
石
四
斗
五
升
七
合

右
之
外
三
千
四
拾
四
石
九
斗
一
升
一
合

右
者
於
駿
府
被
差
上
候
御
帳
面
書
之
写

慶
長
十
八
年
蜘
三
月
十
一
日

已
上

内

小
物
成
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表 1 佐賀領高物成等覚書

1.高 357,036石5斗9升9合

内

高 6,290石4斗4升6合 寺社領

物成 236,985石6斗5升 7合 1尺

右之外ニ

3,044石 7斗 1升 1合小物成

都合 240,030石 3斗6升8合1尺

右者先年御公儀江肥前一国絵図被差上候即，御領中書付之分

1.高 357,036石 5斗9升 9合

但，右之高ヲ六ツ七部弐合四尺成二/

物成 240,030石3斗6升8合 1尺

内

知行，切米，御配当分，寺社領，内儀方，諸切米

共二高積二/之分

1.高 224,129石2斗8升2合但成右二同

物成 150,697石8斗5合2尺5札

御蔵入之分
(5か）

1.高 132,8□16石2斗8升但，成右二同
物成 89,332石5斗6升2合8尺5札

1.高 497,885石 1斗8升

但，此物成ヲ五ツ成二/高積リ，右之分覚

物成 240,030石3斗6升8合 1尺

寛永十年西二月二日

〔注〕「佐賀県史料集成」第10巻， 90-91頁

物
成
高
は
小
物
成
も
含
め
る
と
二
四
万
三

0
石
三
斗
六
升
八
合
で
あ
り
、

％
で
あ
る
。

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

(
7
)
 

と
あ
る
。

寛
永
十
一
年
の
「
佐
賀
領
高
物
成
等
覚
書
」

前
一
国
絵
図
被
差
上
候
副
、
御
領
中
書
付
之

上
段
の
部
分
は
「
右
者
先
年
御
公
儀
江
肥

で
、
表
1
が
そ
の
内
訳
で
あ
る
。

さ
れ
た
と
み
れ
る
。

こ
の
関
連
を
示
す
の
が

ろ
、
物
成
高
を
基
準
に
し
て
生
産
高
が
算
出

積
算
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、

む
し

知
行
坪
付
状
な
ど
で
も
反
取
に
よ
る
物
成
高

る
。
し
か
し
、
鍋
島
道
虎
知
行
宛
行
に
お
い

て
は
、
物
成
高
に
よ
る
宛
行
で
あ
り
、
ま
た

ら
れ
た
と
受
け
取
れ
る
様
式
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
先
ず
石
高
把
握
が
あ
り
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
一
定
の
割
合
で
物
成
高
が
定
め

て、

つ
い
で
物
成
高
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い

惣
高
三
五
万
七

0
三
六
石
余
が
先
ず
記
さ
れ

慶
長
十
八
年
三
月
の
石
高
書
き
上
げ
で
は

こ
れ
は
惣
高
三
五
七

0
三
六
石
五
斗
九
升
余
の
六
七
・
ニ
三
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寛
永
五
年
の
「
惣
着
到
」
の
末
尾
に
は
、

す
れ
ば
、 物

成
弐
拾
四
万
三
拾
石
三
斗
六
升
八
合
壱
尺

とヽ

但
右
之
高
ヲ
六
ッ
七
部
弐
合
四
尺
成
ニ
メ

物
成
弐
拾
四
万
三
拾
石
三
斗
六
升
八
合
壱
尺

一
高
四
拾
九
万
七
千
八
百
八
拾
五
石
壱
斗
八
升

但
此
物
成
テ
五
ツ
成
ニ
メ
高
積
リ
、
右
之
分
覚

と
し
て
い
る
部
分
の
関
連
が
問
題
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
高
に
対
す
る
物
成
高
の
割
合
を
み
た
も
の
で
、
そ
れ
は
成
に
し
て
六
ツ
七
ニ

四
に
当
た
る
こ
と
を
算
出
し
て
い
る
が
、
後
者
の
場
合
は
物
成
高
を
同
じ
と
し
て
、
成
を
五
ツ
に
す
れ
ば
、
高
は
四
九
万
七
八
八
五
石
余

に
な
る
と
計
算
し
て
い
る
。
こ
の
四
九
万
七
八
八
五
石
が
生
産
高
を
表
わ
す
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
肝
要
な
の
は

物
成
高
を
基
準
に
し
て
高
の
算
出
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
高
が
生
産
高
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と

こ
の
高
算
出
は
そ
れ
と
は
逆
に
物
成
高
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
表
高
は
こ
の
限
り
で
は
幕
府
や
諸
藩
と
の
関
係
を
別
と
す
れ

ば
、
領
内
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

高
は
物
成
高
を
基
礎
に
し
た
場
合
に
成
と
の
関
係
で
変
動
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

佐
賀
藩
領
内
で
は
表
高
が
そ
れ
ほ
ど
意
味
を
も
た
な
い
の
は
、
着
到
帳
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

知
行
二
拾
六
万
四
千
七
百
二
拾
弐
石
四
斗

切
米
知
行
千
一
二
百
四
拾
四
石

一
高
三
拾
五
万
七
千
三
拾
六
石
五
斗
九
升
九
合

分
」
と
あ
る
の
で
、
慶
長
十
八
年
届
け
出
た
時
期
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
高
計
算
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
み
れ
よ
う
。

つ
ま
り
表
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右
切
米
合
壱
ガ
八
千
四
百
九
拾
七
石
弐
斗

都
合
知
行
切
米
四
拾
四
万
九
千
弐
百
五
石
六
斗
弐
升
六
合
壱
勺
壱
札

と
あ
っ
て
、
寺
社
、
内
儀
領
を
含
め
た
知
行
が
四
四
万
九
二

0
五
石
余
に
な
っ
て
い
る
。

ゆ
え
、
家
中
の
知
行
高
だ
け
で
表
高
を
上
廻
っ
て
い
る
。

寛
永
五
年
と
明
暦
二
年
の
着
到
帳
に
お
け
る
知
行
高
は
す
べ
て
物
成
高
を
基
礎
に
し
て
算
出
さ
れ
、
寛
永
五
年
が
ほ
ぽ
五
ツ
成
、
明
暦

年
が
四
ツ
成
と
し
て
知
行
高
と
物
成
高
が
設
定
さ
れ
た
た
め
に
、
知
行
高
が
表
高
を
明
暦
―
一
年
の
よ
う
に
上
廻
る
結
果
に
な
っ
て
い

る。
知
行
高
に
お
け
る
寛
永
五
年
や
明
暦
二
年
の
事
例
の
よ
う
に
、
佐
賀
藩
内
で
は
物
成
高
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
。

礎
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
鍋
島
道
虎
知
行
坪
付
状
で
み
ら
れ
た
反
取
法
に
よ
る
年
貢
徴
収
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）

一
知
行
五
千
八
百
七
拾
九
石
弐
斗
五
升
九
合
壱
勺
壱
札

一
知
行
弐
千
六
百
弐
拾
九
石
八
斗
四
升
五
合

外
合
知
行
三
拾
八
万
千
弐
百
拾
一
二
石
六
斗
七
升
弐
合

知
行
二
ご
千
六
百
四
拾
石

一
切
米
六
百
五
拾
六
石
知
行
役
二
加
リ
ル

知
行
-
て
d

千
五
百
六
拾
五
石

一
切
米
千
弐
拾
六
石
知
行
役

明
暦
二
年
の
着
到
帳
で
は
、

切
米
五
百
朋

と
あ
っ
て
、
す
で
に
知
行
切
米
高
だ
け
で
表
高
三
五
万
七

011
一
六
石
余
の
七
四
％
に
達
し
て
い
る
。

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

寺
社
領

内
儀
高

こ
れ
に
は
蔵
入
地
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

こ
の
物
成
知
行
の
基
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内

壱
段
二
米
八
斗
五
升
代

中
ノ
上
三
段
九
畝
八
歩

此
米
三
石
三
斗
三
升
八
合

壱
段
二
米
七
斗
八
升
代

中

三

段

三

畝

三

歩

半

合 （
中
略
）

（
中
か
）
口
の
上
三
段
九
畝
八
歩

壱
段
五
畝

壱
段
五
畝
拾
歩
半

下

此
米
二
石
五
斗
八
升
三
合

此
米
拾
六
石
七
斗
四
升
四
合

田
数
弐
町
五
段
六
歩
半

巾

内

ハ
段
九
畝
拾
八
歩
半

（
之
か
）

壱
本
た
ふ
籠
九
口
割

田
方

新
右
衛
門
尉

鍋
島
道
虎
の
場
合
が
例
外
的
で
な
い
こ
と
は
、

尉
の
給
地
に
か
か
わ
る

る。

少
し
時
期
は
下
る
が
寛
永
十
三
年
丙
午
正
月
廿
一
日
の
日
付
が
あ
る
横
尾
三
良
兵
衛

(
8
)
 

「
小
城
郡
三
ヶ
月
郷
内
深
町
ヶ
里
御
配
分
帳
」

の
内
容
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
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壱
段
二
米
六
斗
八
升
代

下
壱
町
九
畝
拾
壱
歩
半

此
米
七
石
四
斗
三
升
九
合

と
あ
り
、
品
位
別
反
当
り
年
貢
量
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
品
位
別
面
積
に
よ
る
年
貢
量
が
此
米
と
い
う
こ
と
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
知
行
を
配
分
さ
れ
て
い
る
横
尾
一
二
良
兵
衛
尉
は
佐
賀
藩
支
藩
の
小
城
藩
家
中
な
の
で
、
支
藩
に
お
い
て
も
、
本
藩
と
同
じ
反
取

後
に
大
配
分
と
称
せ
ら
れ
た
武
雄
氏
の
所
領
内
の
様
相
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
寛
永
十
九
年
呼
六

(
9
)
 

月
八
日
の
日
付
が
あ
る
「
諸
村
田
畠
斜
積
帳
」
に
お
け
る
記
述
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

真
手
野
村

但
壱
段
＿
＿
付
米
六
斗
仁
升
代

一
田
方
六
拾
町
六
畝
廿
弐
歩

此
米
三
百
七
拾
弐
石
四
斗
壱
升
七
合
也

但
壱
段
二
付
米
l

二
斗
代

一
畠
方
弐
拾
町
三
段
弐
畝
拾
六
歩

此
米
六
拾
石
九
斗
七
升
六
合
也

田
畠
二
口
合
米
四
百
三
拾
三
石
一
1

一
斗
九
升
三
合
也

一
仁
分
上
リ
米
八
石
六
斗
六
升
八
合
也

但
綿
十
ツ
ニ
付
米
三
升
六
合
銀
＿

r戸
六
出
百
目
二
付
六
石
米
也

一
綿
七
百
八
拾
仁
袋

此
米
弐
石
八
斗
壱
升
五
合
也

但
壱
束
二
付
銀
壱
匁
仁
分
―

rE百
目
二
付
六
石
米
也

一
紙
三
拾
三
束
三
帖
也
此
椿
千
七
百
弐
拾
四
樹

此
米
弐
石
三
斗
九
升
七
合
也

同
じ
こ
と
は
、
．
上
級
給
人
で
あ
り
、

法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
後
略
）
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と
あ
る
。

但
壱
貫
二
付
銀
四
匁
ニ
メ
百
目
二
付
六
石
米
也

一
樹
木
成
銭
五
貫
白
九
拾
文

右
同一
漆
成
銭
百
八
拾
文
也

此
米
四
升
一
1

一
合
也

但
百
目
二
付
六
石
米
也

一
畦
成
銀
拾
弐
匁
芝
分
設
但
回
唸
諏
詞
麟
燐
豆
翌
生
1

一
カ
、
ル

此
米
七
斗
四
升
弐
合
也

但
壱
反
二
付
米
八
斗
代

一
茶
園
五
段
弐
畝
廿
九
分
半
此
米

四
石
弐
斗
三
升
八
合
也

右
合
米
四
百
五
拾
芝
石
五
斗
四
升
弐
合
也

但
壱
反
二
付
米
九
斗
壱
升
代

一
田
方
拾
三
町
四
畝
拾
六
歩

此
米
百
拾
八
石
七
斗
壱
升
一
示
一
合
也

但
壱
反
二
付
米
四
斗
代

一
畠
方
弐
町
九
段
七
畝
壱
歩

此
米
拾
壱
石
八
斗
八
升
壱
合
也

田
畠
一
口
合
米
百
三
拾
石
五
斗
九
升
四
合
也
（
後
略
）

「
諸
村
田
畠
朋
栢
帳
」
が
領
内
各
村
の
年
貢
負
担
鼠
に
関
す
る
積
帳
で
あ
る
こ
と
は
、
田
出
面
積
に
お
け
る
反
当
り
米
量
と
そ
の
総
量

の
計
上
と
と
も
に
、
綿
・
紙
・
樹
木
・
漆
・
茶
園
な
ど
に
つ
い
て
も
米
換
算
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
反
当
り
米
量
が
い
ま
ま
で
み
て

き
た
諸
例
に
お
け
る
年
貢
量
と
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
佐
賀
藩
で
は
反
取
法
に
よ
る
年
貢
賦
課
体
制
に
あ
る
た
め
、
基
準
に
な
る
の
は
田
畠
面
栢
と
品
位
で
あ
り
、
品
位
別

柚
木
原
村

此
漆
木
三
拾
六
本
畔
ば
碑
疇
↑
二
付

但
柿
仁
百
拾
三
本
梅
九
本
・
梨
四
本
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反
取
量
と
面
積
に
よ
っ
て
年
貢
量
が
決
定
さ
れ
る
仕
組
で
あ
っ
た
。
生
産
高
把
握
は
反
取
法
が
基
軸
で
あ
る
限
り
主
要
な
も
の
で
な
く
、

そ
れ
は
領
内
に
お
い
て
政
策
基
調
に
な
ら
な
い
。
家
中
知
行
体
系
が
物
成
知
行
で
あ
る
の
も
、

こ
の
反
取
法
の
徴
租
制
に
由
来
し
て
い
る

＿
註
＿
(
1
)
拙
稿
「
佐
賀
藩
確
立
期
の
財
政
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
佐
賀
大
学
経
済
論
集
』
―
一
巻
二
号
）
。

(
2
)
『
佐
賀
県
農
地
改
革
史
』
上
巻
一
六
八
ー
一
七

0
頁。

(
3
)
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
。
以
下
別
に
記
さ
な
い
限
り
資
料
は
同
館
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

(
4
)
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
（
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
二
七
三
七
ー
七
三
八
頁
）
。

(
5
)
「
鍋
島
文
書
」
一
〇
一
ー
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
三
巻
所
収
）
。

(
6
)
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
二
九
0
ー
鍋
島
勝
茂
知
行
宛
行
状
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
―
一
巻
所
収
）
。

(
7
)
「
多
久
家
害
物
」
所
収
。

(
8
)
小
城
町
史
綱
纂
委
員
会
編
「
小
城
町
史
資
料
集
」
五
集
所
収
。

(
9
)
武
雄
市
役
所
蔵
。

徴
租
法
の
確
立
と
そ
の
特
質

佐
賀
藩
の
徴
租
法
は
反
取
法
で
あ
り
、
生
産
高
や
免
な
ど
の
か
か
わ
り
が
殆
ん
ど
な
い
こ
と
を
み
た
が
、

文
期
の
徴
租
法
の
継
承
と
み
ら
れ
、

そ
れ
を
よ
り
細
か
く
制
度
化
し
た
の
が
慶
長
検
地
で
あ
っ
た
。
慶
長
検
地
は
田
畠
品
位
別
反
取
量
設

定
な
ど
で
精
密
に
な
り
、
佐
賀
藩
の
徴
租
法
を
基
礎
づ
け
た
こ
と
で
は
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
生
産
高
把
握
が
基
調
に
な
っ
て

い
な
い
と
み
ら
れ
る
点
で
は
、
徴
租
制
の
上
で
根
本
的
な
転
換
を
な
す
も
の
で
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
反
取
法
に
よ
る
徴
租
制
で
も
年
貢
徴
収
体
制
の
整
備
は
必
要
と
さ
れ
る
が
、

と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

こ
の
体
制
は
基
本
的
に
は
天

こ
れ
は
寛
永
中
期
ご
ろ
に
は
体
制
化
さ
れ
た
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佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

え
た
の
が
米
総
量
と
な
っ
て
い
る
。

（
後
略
）

一
米
八
千
弐
百
三
拾
七
石
壱
斗
五
升

但
拾
弐
ヶ
月
御
定
之
内
銀
代
二
成

内

と
み
れ
る
。

(
1
)
 

寛
永
十
二
年
の
佐
賀
藩
蔵
入
地
の
歳
入
史
料
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ろ
。

都
合
地
米
九
万
三
千
八
百
八
石
八
斗
五
升
八
合
八
尺
一
オ

除
米
壱
万
五
千
五
拾
五
石
弐
斗
三
升
八
合
六
尺
七
丈

当
有
米
七
万
八
千
七
百
拾
三
石
六
斗
一
升
八
合
一
尺
四
オ

本
口
合
米
八
万
千
四
百
六
拾
八
石
五
斗
九
升
五
合
八
尺
一
札

一
米
五
万
千
一
1

一
百
拾
六
石
九
斗
六
升

但
拾
弐
ヶ
月
御
定
之
内
米
銀
二
て
渡
分

内

御
遣
方
成

大
坂
上
米
ー
一
成

都
合
地
米
と
あ
る
が
、
地
米
が
徴
収
予
定
本
年
貢
量
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
蔵
入
地
の
目
安
に
お
い
て
も
、
先
ず
こ
の
地
米
が
書
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
年
貢
量
の
把
握
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
米
に
計
上
さ
れ
た
量
が
そ
の
ま
ま
徴
収

さ
れ
る
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
が
品
位
と
面
積
の
み
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
量
で
あ
っ
て
、
田
畠
の
荒
廃
や
作
柄
な
ど
を
反
映
し
た
も

の
で
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
荒
廃
や
畠
方
田
成
お
よ
び
天
災
に
よ
る
影
聾
な
ど
を
考
慮
し
た
控
除
が
必
要
に
な

る
。
こ
れ
が
集
約
さ
れ
た
の
が
除
米
で
あ
る
。
地
米
か
ら
除
米
を
差
し
引
い
た
も
の
が
当
有
米
で
、
こ
れ
に
高
掛
物
と
し
て
の
口
米
を
加
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二
月
十
五
日
切
二
江
戸
・
上
方
間
二
可
差
越
、
蔵
入
大
目
安
、
右
之
分
―
―
仕
立
候
て
可
然

と
定
め
て
い
る
。

物
成
量
、
落
米
、
当
否
米
、
当
有
米
の
計
上
が
あ
り
、
物
成
量
が
徴
収
予
定
量
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
に
落
米
や
当
否
米
を
差
引

い
た
残
り
が
当
有
米
と
な
っ
て
い
る
。
寛
永
十
二
年
の
蔵
入
物
成
目
安
の
記
帳
様
式
と
同
じ
で
あ
る
。

寛
永
十
八
年
に
算
用
関
係
の
諸
規
定
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
は
「
勘
定
所
御
印
帳
」
と
し
て
集
約
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
「
算
用
二
付

白
米
何
程

赤
米
何
程

黄
米
何
程

当
否
何
程

当
有
米
何
程
内

落
米
何
程

口
米
之
内
何
程
代
官
二
渡
ル

内

地
米
が
先
ず
記
さ
れ
、
次
い
で
除
米
が
計
上
さ
れ
、
地
米
か
ら
除
米
を
差
引
い
た
部
分
が
当
有
米
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、

先
述
の
例
か
ら
し
て
寛
永
十
二
年
ご
ろ
に
は
体
制
化
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

佐
賀
藩
財
政
制
度
上
で
は
、
寛
永
十
四
年
が
諸
規
定
の
制
定
と
い
う
こ
と
で
画
期
を
な
す
年
で
あ
る
が
、

(
2
)
 

ニ
付
而
定
置
条
こ
」
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
歳
入
地
の
歳
入
決
算
の
様
式
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

口
米
加
テ
、
但
白
石
口
米
除
テ

蔵
入
物
成
都
合
何
程

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

こ
の
諸
規
定
の
中
で
「
算
用
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佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

内
白
米
何
程

黄
米
何
程

内 但
百
石
口
米
除
ク

此
口
米
何
程

本
口
合
米
何
程

除
米
何
程

但
何
ミ
除
ク

当
有
米
何
程

両
蔵
入
大
目
安
右
之
分
二
仕
立
候
而
、
毎
年
春
中
二
彦
右
衛
門
手
前
¢
江
戸
・
上
方
間
可
差
出
事

と
、
ほ
ぽ
寛
永
十
四
年
の
場
合
と
同
じ
内
容
で
決
算
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
定
」
に
よ
っ
て
決
算
書
が
作
ら

(
3
)
 

れ
て
い
る
こ
と
は
「
寛
永
十
八
年
両
御
蔵
入
物
成
目
安
」
か
ら
う
か
が
え
る
。

合
地
米
拾
万
四
千
拾
七
石
五
斗

米
四
万
八
百
五
拾
石

残
有
米
七
万
三
千
百
拾
七
石
五
斗

内

而
定
置
条
ミ
」
に
は
、

一
両
蔵
入
地
米
都
合
何
程

当
除
キ
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本
口
米
拾
万
八
百
八
石
拾
四
一
予
一
斗
九
升
九
合

中
略
）
米
百
六
拾
七
石
六
斗
五
升
四
合

其
外
御
蔵
床
之
類
除

内

佐
賀
藩
で
は
以
後
こ
の
様
式
で
決
算
淋
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
御
物
成
井
銀
御
遣
方
大
目
安
」
に
お
け
る
記
帳
様
式
か
ら
判
明

す
る
。
宝
暦
十
年
の
「
御
物
成
井
銀
御
遣
方
大
目
安
」
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
都
合
地
米
拾
三
万
八
千
七
百
三
拾
九
石
弐
斗
四
升

合
除
米
四
万
千
七
百
三
拾
五
石
七
升

落
米
廻
三
部
八
札
も
六
弐
口
三
八
三
九

残
有
米
九
万
七
千
四
石
弐
斗
三
升

口
米
三
千
八
百
八
拾
石
壱
斗
六
升
九
合

（
後
略
）

と
あ
り
、
御
印
帳
の
規
定
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

米
三
万
四
千
弐
百
七
拾
五
石
八
斗

御
定
米
二
而
御
遣
Jj

内

口
米
弐
千
弐
五
九
拾
五
石

本
口
合
米
七
万
五
千
四
百
六
拾
二
石
五
斗
白
石
口
米
除
テ

佐
賀
藩
徴
租
法
に
凋
す
る
若
干
の
考
察

上
使
屋
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佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

（
後
略
）

右
御
新
地
方
井
丑
ノ
年
以
来
上
リ
地
御
物
成

残
有
米
九
万
四
千
一
二
百
七
拾
六
石
弐
斗
壱
升
七
合

赤
米
壱
万
五
千
百
八
石
四
合

黄
米
千
三
百
三
拾
八
石
四
斗
八
升

白
米
七
万
七
千
九
百
弐
拾
九
石
七
斗
―
―
一
升
三
合

と
、
寛
永
十
八
年
の
「
算
用
二
付
而
定
置
条
ミ
」
で
定
め
ら
れ
た
様
式
に
応
じ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
寛
永
巾
期
に
は
す

で
に
蔵
入
算
用
体
制
が
定
ま
っ
て
い
る
が
、
予
定
物
成
量
を
地
米
で
表
わ
し
、
除
米
を
差
引
い
た
部
分
を
残
有
米
と
い
う
こ
と
で
把
握
す

る
仕
組
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
仕
組
が
藩
制
期
を
通
じ
て
佐
賀
藩
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
御
物
成
井
銀
御
遣

方
大
目
安
」
の
記
帳
様
式
が
安
政
四
年
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

寛
永
中
期
に
な
る
と
、
蔵
入
算
用
体
制
も
整
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
と
関
連
し
て
地
米
の
用
語
が
年
貢
量
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
家
中
知
行
は
物
成
知
行
体
系
で
あ
っ
た
が
、
幕
藩
制
国
家
確
立
に
と
も
な
い
、
参
勤
な
ど
で
藩
外

き
た
。

と
の
交
流
が
深
ま
り
、
身
分
・
家
格
に
応
じ
た
対
応
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
知
行
体
系
も
草
高
的
知
行
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
知
行
は
物
成
で
あ
っ
た
の
が
必
ず
し
も
そ
れ
を
意
味
し
な
く
な
り
、
こ
こ
に
知
行
を
物
成
知
行
と
区
別
す
る
必
要
性
が
出
て

こ
の
た
め
、
物
成
は
知
行
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
年
貢
量
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
用
語
で
は
な
く
な
っ
た
。
年
貢
量
と
関
連
し
た
も

の
と
し
て
地
米
な
る
用
語
が
用
い
ら
れ
る
ゆ
え
ん
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。
幕
末
期
の
事
例
で
あ
る
が
「
大
小
配
分
石
高
帳
」
に
は
、

内

米
六
千
五
百
八
石
壱
斗
八
升
弐
合

内

つ
ぎ
の
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（
中
略
）

物
成
弐
万
九
千
三
百
壱
石

地
米
三
百
六
拾
七
石
一
一
斗
三
升

同
弐
百
八
拾
壱
石
三
斗
五
升
壱
合

同
弐
百
五
拾
七
石
七
斗
四
升
七
合

郷
数
拾
壱
郷

合
一
村
数
百
四
拾
四
ケ
村

地
米
弐
万
九
千
弐
百
五
拾
壱
石
九
斗
七
升

と
、
知
行
が
物
成
で
表
示
さ
れ
る
が
、
村
付
で
は
地
米
で
表
わ
さ
れ
る
。
物
成
は
知
行
に
、
地
米
は
本
年
貢
量
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
地
米
が
年
貢
量
を
示
す
こ
と
は
、
小
城
郡
内
の
左
の
例
よ
り
も
う
か
が
え
る
。

但
壱
段
二
米
八
斗
五
升
代

日
中
ノ
上
三
段
九
畝
八
歩

(
5
)
 

此
米
三
石
三
斗
三
升
八
合

口

下

四

畝

廿

六

歩

貞

右

衛

門

但
壱
段
二
付
米
八
斗
弐
升
代

(
6
)

地
米
三
斗
九
升
九
合

日
の
場
合
は
寛
永
十
三
年
の
場
合
で
あ
り
、
ま
だ
此
米
と
な
っ
て
い
る
。
口
は
文
化
十
四
年
で
此
米
は
地
米
と
な
っ
て
い
る
。
地
米
は

年
貢
量
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

地
米
制
は
反
取
法
に
よ
る
徴
租
制
の
佐
賀
藩
的
表
現
で
あ
る
が
、

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

西
山
田
村

こ
の
体
制
下
で
の
徴
租
手
続
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

東
山
田
村

佐
賀
郡
佐
保
川
嶋
郷

平
野
村

鍋
島
紀
伊
守
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附
リ
有
式
之
地
米
二
相
済
候
在
所
ニ
ハ
検
者
構
間
敷
事

引
早
ミ
罷
帰
、
右
之
趣
細
二
其
方
へ
申
聞
候
様
可
申
付
候

明
暦
期
に
集
大
成
さ
れ
た
藩
法
「
鳥
子
帳
」
の
中
に
年
貢
関
係
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
条
項
が
あ
る
。

一
蔵
入
所
之
地
米
細
付
帳
我
等
印
判
を
つ
き
、
代
官
銘
ミ
ヘ
渡
置
候
条
、
無
相
違
令
取
納
候
様
二
桐
敷
可
申
付
候
、
代
官
相
替
リ
候
刻

ハ
右
之
帳
槌
二
可
引
渡
事

こ
の
条
項
に
お
い
て
は
、
地
米
細
付
帳
を
作
成
し
、
こ
の
帳
に
あ
る
よ
う
に
取
納
め
る
こ
と
が
代
官
の
役
目
と
さ
れ
て
い
る
。
地
米
細

付

帳

は

収

穫

期

以

前

に

作

成

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

、

そ

れ

は

或

る

程

度

固

定

化

さ

れ

た

も

の

と

な

っ

て

い

（
は
ま
り
）

一
田
仕
付
肝
要
之
儀
候
、
師
走
初
よ
り
代
官
郷
内
相
部
、
農
業
之
人
数
を
地
米
之
貝
数
相
考
、
年
内
早
ミ
仕
廻
候
て
百
姓
共
正
月
ぷ
ハ
、

耕
作
一
篇
二
仕
候
様
二
可
令
支
配
候
、
自
然
年
明
候
迄
田
仕
付
於
延
引
者
代
官
可
為
緩
事

と
あ
る
。
代
官
の
職
責
と
し
て
、
農
民
数
と
地
米
量
と
を
よ
く
勘
案
し
て
、
耕
作
者
を
年
内
に
確
定
し
、
正
月
か
ら
は
耕
作
に
専
念
で
き

る
体
制
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
地
米
之
員
数
」
と
「
農
業
之
人
数
」
と
を
考
慮
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
「
地
米
之

員
数
」
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
と
み
れ
る
し
、
二
月
中
に
そ
れ
に
応
じ
て
耕
作
者
を
確
保
す
る
と
し
て
い
る
か
ら
、
十
二
月
以
前
に
地
米

量
が
き
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
地
米
之
員
数
」
は
あ
る
一
定
の
年
限
内
は
固
定
し
て
い
る
と
み
れ
る
。

地
米
制
の
下
に
お
い
て
検
見
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
規
定
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

一
物
成
取
納
之
儀
其
在
所
之
地
米
二
請
な
い
候
ヘ
ハ
無
申
事
候
、
損
毛
有
之
在
所
ハ
其
付
ミ
之
代
官
必
可
申
出
候
条
、
早
速
検
者
を
差

越
、
代
官
、
検
者
令
相
談
有
式
之
落
米
差
免
候
様
二
可
申
付
候
、
落
米
之
員
数
井
否
所
等
之
目
安
二
者
検
者
令
加
判
、
郷
内
¢
無
延

と
、
年
貢
徴
収
が
地
米
量
ま
で
徴
収
で
き
れ
ば
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
米
量
が
徴
収
予
定
年
貢
量
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
が
、
災
害
な
ど
で
作
柄
不
良
に
な
っ
た
場
合
に
検
見
が
行
な
わ
れ
、
控
除
量
が
決
定
さ
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
控

る。

こ
れ
よ
り
う
か
が
え
る
が
、
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地
米
は
徴
収
予
定
年
貢
量
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
農
民
の
剰
余
労
働
部
分
を
収
奪
し
つ
く
す
ほ
ど
の
も
の
と
み
ら
れ

る
。
太
閤
検
地
の
年
貢
率
は
生
産
量
の
三
分
の
二
に
設
定
さ
れ
た
が
、
佐
賀
藩
も
太
閤
検
地
の
こ
の
収
奪
率
が
適
用
さ
れ
た
。
さ
き
に
寛

た
が
、

永
十
一
年
の
佐
賀
領
高
物
成
等
覚
書
に
お
い
て
、
高
と
物
成
の
比
率
が
六
ツ
七
部
弐
合
四
尺
つ
ま
り
六
七
・
ニ
四
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
み

こ
れ
な
ど
は
三
公
二
民
の
徴
収
率
の
適
用
を
示
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
慶
長
・
元
和
期
に
お
い
て
表
高
に
対
す
る

物
成
率
が
一
テ
一
分
の
二
を
基
準
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
鍋
島
元
茂
に
対
す
る
知
行
宛
行
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

之
冬
、
直
茂
公
．
勝
茂
公
御
父
子
御
相
談
之
上
、
元
茂
公
江
被
遣
候
御
知
行
高
之
御
書
付
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

て
い
る
。 （略）

に
年
貢
徴
収
概
数
帳
を
差
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
損
毛
之
在
所
二
物
成
定
依
令
遅
ミ
作
毛
弥
損
、
百
姓
之
痛
ミ
ニ
相
成
由
候
条
、
段
ミ
急
度
相
済
十
月
限
リ
ニ
仕
舞
候
而
当
有
米
之
目

安
差
出
候
様
二
堅
可
申
付
事

附
リ
蔵
入
所
一
職
其
年
之
物
成
員
数
凡
之
目
安
仕
立
候
而
霜
月
十
五
日
限
リ
ニ
可
差
出
事

と
あ
り
、
十
月
を
限
度
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
落
米
な
ど
を
控
除
し
た
年
貢
量
の
決
定
が
求
め
ら
れ
、
蔵
入
地
で
は
十
一
月
十
五
日
ま
で

年
貞
上
納
期
限
は
十
一
月
中
と
し
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
は
蔵
入
地
徴
収
年
貢
量
の
帳
面
提
出
と
な
っ
て
い
る
。

一
物
成
相
調
候
儀
、
早
田
・
巾
田
・
中
手
・
晩
田
其
外
島
畠
屋
敷
之
物
成
迄
段
ミ
取
納
、
員
数
前
兼
相
定
日
限
を
以
無
相
違
蔵
納
可
仕

由
桐
敷
代
官
へ
可
申
付
候
、
毎
年
霜
月
限
二
皆
納
仕
、
代
官
銘
ミ
筈
差
出
由
定
置
候
条
、
師
走
十
五
日
限
二
蔵
入
都
合
有
米
取
納
之

目
安
可
差
出
候

年
貢
徴
収
は
十
一
月
を
期
限
と
し
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
蔵
入
総
徴
収
目
安
を
提
出
す
る
こ
と
が
、

除
量
の
決
定
は
十
月
を
期
限
と
し
て
い
る
。

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

こ
の
よ
う
に
代
官
に
求
め
ら
れ

「
今
年
（
元
和
三
年
…
註
）
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内

次
の
よ
う
で
あ
る
。

但
御
借
銀
地
入
テ

一
都
合
地
米
拾
三
万
八
千
七
百
三
拾
九
石
弐
斗
四
升

高
米
一
万
六
六
九
七
石
九
斗
弐
升
に
対
し
て
定
米
一
万
一
八
石
余
と
あ
り
、
六
ツ
成
の
定
米
に
な

っ
て
い
る
。
全
剰
余
労
働
搾
取
と
い
う
幕
藩
制
第
一
段
階
の
収
奪
政
策
が
佐
賀
藩
で
も
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
的

表
現
が
地
米
量
で
あ
る
。
地
米
が
全
剰
余
労
働
収
奪
を
め
ざ
し
た
も
の
と
し
て
、
農
民
的
剰
余
の
介
在
を
認
め
な
い
き
わ
め
て
厳
し
い
年

貢
徴
収
の
体
制
的
表
現
で
あ
る
た
め
、
荒
廃
地
、
天
災
に
よ
る
被
害
な
ど
に
対
す
る
減
租
措
置
が
必
要
に
な
り
、
こ
の
た
め
検
見
が
収
穫

時
に
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
収
穫
時
の
み
で
な
く
稲
作
開
始
時
に
お
い
て
も
荒
廃
地
や
損
耗
地
の
控
除
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
こ
れ
が
春
落
米
で
あ
る
。
春
落
米
の
計
上
の
在
り
方
を
宝
暦
十
年
の
「
御
物
成
井
銀
御
遣
方
大
目
安
」
の
記
帳
様
式
よ
り
み
れ
ば
、

(
7
)
 

と
あ
る
。

「
但
六
ツ
成
」
と
記
さ
れ
、

元
和
三
年
十
二
月
朔
日

三
平
殿
遣
之
候

一
高
米
四
千
八
百
拾
六
石
弐
斗
四
升
三
合

一
高
米
五
千
五
拾
壱
石
六
斗
壱
升
壱
合
六
杓

一
高
米
弐
千
弐
百
拾
九
石
八
斗
三
升
四
合

一
高
米
弐
千
八
百
石

一
高
米
千
八
百
拾
石
弐
斗
三
升
五
合

但
六
ツ
成

右
合
壱
万
六
千
六
百
九
拾
七
石
九
斗
弐
升

定
米
壱
万
拾
八
石
余

信
濃
守
御
印

同
郡
山
代

同
郡
大
町

知
行
在
所
之
事

小
城
郡
芦
刈
之
内

杵
嶋
郡
佐
留
志

同
郡
山
口
之
内
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減
少
さ
せ
た
。

こ
れ
が
当
落
米
で
あ
る
。

（
後
略
）
米
拾
五
石
五
斗
九
升
五
合

合
除
米
四
万
千
七
百
一
二
拾
五
石
壱
升

米
百
六
拾
七
石
六
斗
五
升
四
合

米
五
千
四
百
七
拾
七
石
九
斗
六
升
四
合

米
六
千
六
百
七
拾
壱
石
七
斗
九
升
五
合

千
三
百
九
拾
六
石
七
斗
八
升
五
合

米
弐
万
百
弐
拾
七
石
七
斗
弐
合

七
千
八
百
八
拾
弐
石
五
斗
壱
升
五
合

（
期
）

と
あ
り
、
地
米
一
三
万
八
七
＿
―
-
九
石
二
斗
四
升
に
対
し
て
四
万
一
七
三
五
石
一
升
の
除
米
が
あ
る
が
、
こ
の
除
米
は
否
所
除
、
年
記
成
定

無
米
、
田
方
畠
二
成
無
米
、
春
落
米
、
当
落
米
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
否
所
除
は
荒
廃
地
の
控
除
、
年
記
成
定
無
米
は
一
定
年
期
間
の
免

除
地
、
田
方
畠
成
無
米
も
地
目
転
換
に
よ
る
免
税
措
置
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
或
る
期
間
は
固
定
化
さ
れ
る
要
素
が
つ
よ

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
春
落
米
は
、
そ
の
年
に
作
付
け
て
き
な
か
っ
た
耕
地
の
地
米
量
を
免
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
米
か
ら
こ
れ
ら

を
控
除
し
た
部
分
が
年
貢
量
で
あ
る
が
、
収
穫
時
に
検
見
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
作
柄
の
よ
く
な
い
耕
地
に
は
検
見
に
よ
っ
て
年
貢
量
を

以
上
の
よ
う
に
、
地
米
制
に
お
い
て
は
、
地
米
が
一
定
の
期
間
固
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
と
秋
に
不
作
地
の
年
貢
を
軽
減
す

る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
落
米
を
行
な
う
措
骰
は
明
暦
期
に
は
確
吃
し
て
い
た
。
藩
法
「
鳥
子
帳
」
に
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。一

落
米
之
儀
、
村
中
無
滞
代
官
と
し
て
支
配
仕
候
様
可
申
付
候
、
落
米
員
数
小
百
姓
迄
不
存
候
得
者
、
後
日
代
官
庄
屋
と
出
入
有
之
儀

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察

春
落
米

当
落
米

諌
早
栄
田
新
宿
地
料
除

年
記
成
定
無
米
ニ

田
方
畠
二
成
無
米

否
所
除

上
使
屋
其
外
御
蔵
床
之
類
除
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口
反
米
七
升
六
合

田
方
除
米
三
升
五
合

残
地
米
八
斗
四
升
八
合

内

、
る
。

し

忠
左
衛
門

ニ
候
条
、
村
ミ
之
落
米
貝
数
を
手
紙
二
書
付
、
検
者
を
以
小
百
姓
迄
合
点
巾
候
哉
可
相
究
候
、
其
上
二
而
右
蕗
米
之
員
数
を
一
村
ニ

小
百
姓
ニ
―
―
一
人
ツ
、
渡
置
可
然
候
、
若
落
米
滞
も
打
之
二
お
ひ
て
ハ
代
宜
曲
事
二
可
申
付
候
条
、
有
体
則
nJ
承
候
、
自
然
其
方
手
前

ニ
隠
箇
、
脇
ふ
於
顕
然
ハ
其
方
可
為
越
度
事

附
リ
延
米
・
借
春
落
米
・
飢
飯
米
等
在
所
も
れ
可
為
同
前
事

落
米
量
を
村
民
が
知
る
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
春
落
米
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

佐
賀
藩
で
は
生
産
高
は
余
り
問
題
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
物
成
高
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
家
中
給
人
へ
の
知
行
宛
行
も
物
成
で
行
な
い
、

年
真
に
つ
い
て
は
地
米
な
る
用
語
で
統
一
的
に
把
握
す
る
体
制
が
形
成
さ
れ
た
。

地
米
な
る
用
語
が
寛
永
中
期
ご
ろ
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
反
取
法
を
基
軸
に
し
た
徴
租
法
が
体
制
化
し
た
こ
と
の
反
映
と
み
な
す
こ
と

が
出
来
る
。
村
高
表
示
の
場
合
に
お
い
て
も
、
地
米
で
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
高
表
示
が
基
調
に
な
ら
な
い
。

地
米
制
は
先
述
の
よ
う
に
、
反
取
法
で
あ
る
た
め
に
、
年
貢
徴
収
に
お
い
て
免
と
の
か
か
わ
り
が
な
い
。
佐
賀
藩
に
お
い
て
は
免
を
用

い
て
年
貢
決
定
を
行
な
う
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
年
貞
関
係
の
史
料
か
ら
も
検
討
づ
け
ら
れ
る
。
文
久
元
年
の
事
例
で
あ
る
が
、
佐
賀

藩
蔵
入
地
の
年
貴
帳
の
記
載
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
田
方
地
米
八
斗
八
升
三
合
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と
あ
り
、
地
米
が
先
ず
記
さ
れ
、

つ
い
で
除
米
量
と
口
米
、
反
米
量
が
書
か
れ
、
更
に
夫
料
、
貫
物
量
が
計
上
さ
れ
、

が
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
春
落
量
と
そ
れ
に
か
か
る
反
米
量
が
指
し
引
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
村
総
量
に
お
い
て
は
、
同
じ
よ
う

な
記
述
で
あ
る
。

畠
方
地
米
弐
石
六
斗
四
升
五
合

屋
敷
地
米
三
石
壱
斗
五
合

メ
地
米
七
拾
四
石
七
斗
七
升
六
合

田
方
除
米
拾
弐
石
五
斗
七
升
弐
合

内

合

田
方
地
米
六
拾
九
石
弐
升
六
合

右

（
後
略
）
米
九
斗

御
蔵
納

米
八
升
七
合

メ
九
升
五
合

同
八
合

田
方
春
落

右
反
米

内

メ
壱
石
壱
斗
七
升

一
同
七
升
六
合

貫
物

一
米
壱
斗
七
升

夫
料

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察
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と
、
前
例
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
村
合
計
量
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。

米
弐
斗
九
合

メ
拾
石
弐
斗
八
升

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
地
米
制
に
お
い
て
は
免
が
不
用
に
な
っ
て
い
る
。
寛
政
元
年
に
佐
賀
藩
領
に
巡
見
使
が

来
領
し
た
が
、
そ
の
折
の
巡
検
使
の
問
い
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

一
田
畑
免
ハ
何
之
通
哉
と
御
尋
二
付
、
免
と
被
仰
候
者
何
事
二
相
当
候
哉
不
相
心
得
候
段
御
尋
申
上
候
処
、
五
年
免
二
而
候
哉
六
年
免

ニ
而
候
哉
御
尋
二
付
而
、
免
と
ハ
何
事
二
而
御
座
候
哉
と
重
而
御
尋
申
上
候
処
、
定
免
欺
と
被
仰
候
付
、
物
成
懸
リ
様
之
儀
二
て
候

米
―
―
一
斗
七
升
六
合

米
五
石
六
斗
八
升
九
合

夫
料
右
口
反

畠
落

米
四
石
六
合

春
落

内
畠
方
除
米
五
斗
五
升
四
合

屋
敷
除
米
壱
斗
五
升
五
合

メ
除
米
拾
三
石
弐
斗
八
升
壱
合

残
地
米
六
拾
壱
石
四
斗
九
升
五
合

口
反
米
五
石
五
斗
三
升
五
合

一
米
拾
弐
石
壱
斗
八
升

一
米
五
石
五
斗
弐
升
弐
合

メ
米
八
拾
四
石
九
斗
三
升
四
合

貫
物
夫
料
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哉
と
御
尋
申
上
候
処
、
則
其
通
之
由
被
仰
候
二
付
定
成
之
由
申
上
候
（
後
略
）

(
9
)
 

と
あ
り
、
巡
見
使
が
免
率
を
問
う
た
の
に
対
し
て
「
何
事
二
相
当
リ
候
哉
不
相
心
得
」
と
答
え
て
お
り
、
免
が
不
用
な
徴
租
法
の
た
め
免

と
い
う
用
語
自
体
も
知
ら
な
い
で
い
る
。
こ
れ
は
諌
早
楊
江
村
の
事
例
で
あ
る
が
、
同
村
の
こ
と
が
例
外
で
な
い
こ
と
は
、
杵
島
郡
牛
津

で
の
巡
見
使
の
問
い
に
対
す
る
答
え
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

と
判
断
し
て
、

一
愛
元
ハ
定
免
二
而
候
哉
と
御
尋
二
付
、
何
之
御
事
二
候
と
折
ミ
御
尋
申
上
候
得
共
、
何
共
不
差
分
い
ケ
様
免
と
申
儀
除
米
と
相
心
得

候
故
、
壱
部
半
弐
部
落
方
有
之
候
由
申
上
候
（
後
略
）

(10) 

と
あ
り
、
こ
の
場
合
も
免
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
し
て
何
事
か
分
か
ら
ず
、
色
々
尋
ね
て
も
理
解
で
き
な
い
の
で
、
除
米
の
こ
と
だ
ろ
う

そ
の
率
を
答
え
て
い
る
。

佐
賀
藩
領
に
お
い
て
は
免
を
用
い
て
年
貢
を
賦
課
す
る
厘
取
法
で
な
く
、
反
当
り
租
額
に
よ
る
反
取
法
で
あ
っ
た
た
め
、
譜
代
領
や
幕

領
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
免
と
い
う
用
語
自
体
が
理
解
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
巡
見
使
と
の
問
答
に
は
っ

（
箇
）

一
免
者
何
程
二
相
廻
候
哉
と
御
尋
二
付
、
免
と
ハ
不
相
心
得
段
申
上
候
処
、
免
者
年
貢
取
加
之
由
被
仰
候
付
、
又
重
而
其
儀
も
不
相
心

得
段
申
上
候
処
、
現
米
取
立
之
儀
と
被
仰
候
付
、
田
地
壱
反
二
付
何
程
二
相
廻
候
田
二
而
御
座
候
哉
と
御
尋
申
上
候
処
、
其
通
之
由

被
仰
候
付
、
凡
五
斗
位
と
申
上
候
、
壱
石
付
而
幾
ツ
ニ
廻
哉
之
段
御
尋
二
付
三
ッ
五
合
二
相
廻
候
由
申
上
候

(11) 

と
あ
り
、
免
及
び
取
箇
の
用
語
が
分
か
ら
ず
に
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

＿
註
＿
(
1
)
「
多
久
家
書
物
」
所
収
。

(
2
)
「
多
久
家
有
之
候
御
書
類
写
」
所
収
。

(
3
)
「
多
久
家
書
物
」
所
収
。

き
り
現
わ
れ
て
い
る
。
前
記
湯
江
村
で
の
事
例
で
あ
る
が
、

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察
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米
壱
万
四
千
八
百
拾
壱
石
三
斗
壱
升
壱
合

但
白
石
三
郷
同
据
方
御
物
成

米
四
千
一
二
百
石
四
斗
弐
升
壱
合

但
新
御
小
物
成

残
有
米
八
万
七
千
九
百
七
拾
九
石
壱
斗
六
合

（
後
略
）

(
5
)
「
小
城
郡
三
ヶ
月
郷
内
深
町
ケ
里
御
配
分
帳
」
（
『
小
城
町
史
資
料
集
』
五
集
所
収
）
。

内

(
4
)
安
政
四
年
の
「
御
物
成
井
銀
御
遣
方
大
目
安
」
内
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

一
都
合
地
米
拾
一
一
一
万
九
千
七
百
六
拾
弐
石
弐
斗
八
升

内

米

弐

百

六

拾

石

八

斗

五

合

上

使

屋

其

外

御

蔵

床

之

類

除

米

五

千

四

百

弐

石

八

升

弐

合

否

所

除

米
弐
万
弐
千
九
百
九
拾
五
石
四
斗
六
升
八
合
年
記
成
定
無
米

米
弐
千
三
百
弐
拾
壱
石
壱
斗
三
升
四
合
田
畠
二
成
間
米

米
八
千
三
百
四
拾
四
石
五
斗
五
升
四
合
春
落
米

米

千

五

百

拾

石

四

斗

九

升

当

落

米

米

拾

石

五

斗

九

升

五

合

諫

早

栄

田

新

宿

地

料

除

合
除
米
四
万
八
百
四
拾
五
石
壱
斗
弐
升
八
合

落
米
廻
シ
弐
部
九
合
弐
杓
弐
札
四
七
壱
四
九
九
四
六
余

残
有
米
九
万
八
千
九
百
拾
七
石
壱
斗
五
升
弐
合

口
米
三
千
六
百
六
拾
七
石
五
斗
七
合

反
米
四
千
五
百
六
石
壱
斗
七
升
九
合

三
口
合
米
拾
万
七
千
九
拾
石
八
斗
三
升
八
合
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(
6
)
「
小
城
郡
五
百
町
郷
吉
原
ケ
里
田
屋
舗
帳
」
（
同
右
所
収
）
。

(
7
)
「
元
茂
公
年
譜
」
元
和
一
一
一
年
。

(
8
)
「
文
久
元
年
御
蔵
入
養
父
郡
立
石
村
御
物
成
取
納
庭
帳
」
（
『
烏
栖
市
史
資
料
編
』
五
集
所
収
）
。

(
9
)
l
(
1
1
)
「
巡
見
録
」
。

で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
反
取
法
で
あ
っ
た
。

佐
賀
藩
徴
租
法
の
特
質
お
よ
び
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
た
。
佐
賀
藩
の
徴
租
法
は
土
地
面
積
を
基
準
に
し
た
年
貢
賦
課

こ
れ
は
中
世
的
年
貢
賦
課
様
式
に
類
似
し
て
お
り
、
幕
領
や
譜
代
藩
領
の
徴
租
法
と
か
な
り
異

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
佐
賀
藩
で
こ
の
よ
う
な
徴
租
法
が
と
ら
れ
た
要
因
を
太
閤
検
地
と
の
閑
連
で
み
れ
ば
、
太
閤
検
地
の
施
行
基
準
が

明
確
化
し
た
文
禄
検
地
が
肥
前
地
域
に
お
い
て
は
養
父
郡
な
ど
一
部
の
み
で
行
わ
れ
て
、
全
域
的
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
肥
前
地
域
の
天
正
検
地
で
は
土
地
単
位
が
大
小
半
丈
制
か
ら
町
反
畝
歩
制
に
転
換
し
た
が
、
生
産
高
調
査
が
行
な

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
現
存
す
る
検
地
帳
か
ら
指
摘
で
き
る
。
ま
た
慶
長
検
地
に
お
い
て
も
知
行
坪
付
状
か
ら
み
る
と
品
位
、
面
積
の
調

査
は
あ
る
が
生
産
高
把
握
が
基
調
に
な
っ
て
い
た
と
は
み
れ
な
い
。
知
行
宛
行
が
物
成
高
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
一
端
を
示
す
も

る
。
地
米
が
反
取
法
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

の
で
あ
ろ
う
。
佐
賀
藩
で
は
寛
永
期
以
降
年
貢
に
関
す
る
用
語
と
し
て
「
地
米
」
な
る
も
の
が
用
い
ら
れ
る
。
地
米
は
徴
収
予
定
年
貢
量

で
あ
り
、
免
が
使
わ
れ
る
徴
租
体
制
下
の
い
わ
ゆ
る
定
免
制
に
よ
る
年
貢
量
に
当
た
る
。
地
米
が
一
定
期
間
固
定
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ

そ
れ
が
生
産
高
把
握
を
前
提
と
し
な
い
体
制
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。

こ
う
し
て
、
佐
賀
藩
領
内
で
は
表
高
と
は
無
関
係
に
地
米
量
が
機
能
し
、
む
し
ろ
領
内
に
お
い
て
は
地
米
が
基
軸
に
な
る
。

こ
の
制
度
的
確
立
が
蔵
入
決
算
に
お
い
て
も
地
米
で
表
示
す
る
仕
組
の
形
成
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
地
米
制
が
体
制
化
さ
る
。

佐
賀
藩
で
地
米
制
の
よ
う
な
徴
租
法
が
と
ら
れ
た
の
は
、
旧
族
地
付
大
名
が
そ
の
ま
ま
近
世
大
名
に
な
っ
た
所
領
構
成
と
文
禄
検
地
に

む
す
び
に
か
え
て

佐
賀
藩
徴
租
法
に
関
す
る
若
干
の
考
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基
軸
し
た
徴
租
法
と
し
て
の
土
免
制
の
巾
で
も
特
色
を
も
つ
と
み
れ
よ
う
。

よ
る
所
領
体
制
の
近
世
的
転
換
が
一
部
地
域
に
過
ぎ
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。
太
閤
検
地
に
よ
る
近
世
的
転
換

は
一
職
支
配
体
制
の
確
立
と
土
地
丈
量
単
位
の
町
反
制
へ
の
移
行
お
よ
び
石
高
制
の
施
行
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
生
産
高
把

握
に
よ
る
年
貢
賦
課
様
式
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
佐
賀
藩
が
幕
藩
制
国
家
に
お
い
て
か
な
り
独
自
性
を
も
つ
所
領
構
造
形
成
の

要
因
に
な
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

佐
賀
藩
徴
租
法
は
土
地
の
肥
府
に
応
じ
て
年
貢
量
が
設
定
さ
れ
、
し
か
も
免
相
は
な
く
て
肥
府
に
対
し
て
反
当
り
年
貢
量
が
設
定
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
立
毛
の
状
況
に
従
っ
て
年
貢
量
が
決
定
さ
れ
る
方
式
と
異
な
っ
て
い
る
。

い
わ
ば
土
免
制
に
属
す
る
徴
租

法
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
た
、
免
相
が
問
題
に
な
ら
ず
、
反
当
り
年
貢
量
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
土
地
肥
耀
を
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